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第10回日本医薬品安全性学会学術大会の 
開催に際して

　このたび、第10回日本医薬品安全性学会学術大会を、2024年7月20日（土）・21日（日）の2

日間、朱鷺メッセ新潟コンベンションセンターにて開催することとなりました。

　日本医薬品安全性学会は、医薬品の有害作用に焦点を当て、その発現機構・誘発要因の解明と

回避策を探求し、これを実践できる医薬品安全性の向上に寄与する人材の育成を目的として、

2014年5月に設立されました。設立から日は浅いですが、本学会のルーツは、1990年に本学会監

事（前理事長）の宇野勝次先生が立ち上げた「副作用研究会」（現 新潟医薬品安全性研究会）にあ

ります。ルーツであるこの新潟の地で本学会学術大会を開催したいという思いがあり、2020年8

月に本学術大会の開催の機会を頂きました。しかし、新型コロナ感染症のため、やむなく中止と

なりましたが、今回、第10回の節目に再度の新潟開催の機会を得ることができました。

　副作用研究会発足当時、有害作用は、発現機構・誘発要因が理解しがたく、制御困難な、医

薬品の「影」でした。この30年間、研究会活動を続ける中で、ゲノム薬理学や免疫におけるシ

グナル伝達機構等の知見、ビッグデータを活用した薬剤疫学的アプローチの発展により、有害

作用の発現機構・誘発要因と回避策の解明に近づきつつあるように感じます。制度面でも、医

薬品リスク管理計画など整備がなされました。

　この30年の進歩を享受しつつ、さらに医薬品の「光」（有益作用）を輝かせることを目指して、

第10回学術大会のテーマは2020年に設定した、「継往開来 ―医薬品安全性のこれからを切り

開く―」としました。

　本学術大会では、様々な職種が、多方面より、医薬品の有害作用の機序とそれを踏まえた回

避策、そして実臨床で医薬品適正使用を広く推進する方策を議論することで、さらなる医薬品

の安全性の向上に貢献したいと考えております。皆様と会場でお目にかかれることを楽しみに

しております。

第10回日本医薬品安全性学会学術大会

大会長　 外山　聡 
新潟大学医歯学総合病院 教授・薬剤部長 
新潟医薬品安全性研究会 代表幹事
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組織委員・実行委員

大　会　長 外山　　聡 新潟大学医歯学総合病院 教授・薬剤部長／ 
新潟医薬品安全性研究会 代表幹事

名誉大会長 宇野　勝次 千葉科学大学 薬学部 客員教授／アインファーマシーズ顧問／ 
一般社団法人 日本医薬品安全性学会 監事

実行委員会（敬称略、五十音順）

委 員 長 齊藤　幹央 新潟薬科大学 薬学部 臨床薬学研究室／ 
新潟医薬品安全性研究会 副代表幹事

委　　員 井上　幹雄 新潟県立燕労災病院 薬剤部

須佐　　寿 新潟信愛病院 薬局

栗原　敬子 共栄堂 東進薬局

関口　知行 アインファーマシーズ

霍間　尚樹 新潟県厚生連佐渡総合病院 薬剤部

長井　一彦 下越病院 薬剤課

福田　大介 新潟南病院 薬剤部

古川　智康 新津医療センター病院 薬剤部

細川　浩輝 新潟県厚生連長岡中央綜合病院 薬剤部

皆川　淑哉 参友堂 なごみ調剤薬局

武藤　浩司 新潟市民病院 薬剤部

八木　元広 脳神経センター阿賀野病院 薬剤科

山田　　徹 白根大通病院 薬剤科

山寺　　徹 共創未来 市民薬局

渡辺　重雄 新潟県立燕労災病院 薬剤部

事務局長 金光　祥臣 新潟大学医歯学総合病院 薬剤部
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本会ではクールビズを実践いたしますので、上着・ネクタイを着用せず、軽装※でお越しください。
※襟のあるシャツ（ポロシャツ等）をご着用ください（学会スタッフもクールビズとさせていただきます）。

 1. 参加登録方法

参加登録は「オンライン参加登録」のみとなります。お手持ちの PC、スマートフォンより
オンラインでのお申込み・決済をお願いいたします。クレジットカード決済のみとなります。	
当日も受付（オンライン）を行っておりますが、可能な限り学術大会ウェブサイトより参加登
録をお済ませください。

〈参加登録がお済みの方〉

　�参加当日は、参加登録完了メールに記載された QR コードもしくは印刷した QR コードを
自動発券機へかざし、ネームカードをお受け取りください。

 ※ネームカードの事前発送はございません。

〈当日登録をされる方〉

　�PC・スマートフォンなどでご登録いただき、クレジットカード決済後に配信される決済完
了メールを参加者受付の自動発券機へかざしネームカードをお受け取りください。	 	
出来る限りご来場前のオンライン登録にご協力をお願いいたします。

〈ネームカード発行デスク〉

　場　　所：朱鷺メッセ新潟 コンベンションセンター 4F ホワイエ

　開設時間：�7月20日（土） 8：00～18：00	 	
7月21日（日） 9：00～14：00

参加区分
早期登録費

5月1日（水）～6月30日（日）

直前・当日登録費
7月1日（月）～7月21日（日） 14：00

※�アップロード�
書類

会　員  5,000円  8,000円

非会員 10,000円 15,000円

学生　会　員 無　料  1,000円 ※学生証

学生　非会員  1,000円  2,000円 ※学生証

※参加費の消費税取り扱いについて：会員／不課税、非会員／課税（税込）となります。

 2. ネームカード

会場内では必ず着用してください。ネームカードを着用されていない方のご入場は、ご遠慮
願います。
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 3. 領 収 書

お支払い完了後、マイページにてダウンロードいただけます。

【ダウンロード期間】 クレジット決済完了後すぐ～会期終了後1か月

 4. プログラム・抄録集

PDF 版を参加登録システムのマイページよりダウンロードいただけます。	 	
冊子版は、当日会場でお渡しいたします。	 	
追加の抄録集をご購入希望の方には、総合案内にて1冊2,000円にて販売いたします。

	 5. 懇 親 会

日　　時：2024年7月20日（土） 19：00　開始予定

会　　場：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 第5会場（2F 中会議室201B）

懇親会費：6,000円（不課税）
※参加希望の方は、なるべく事前申し込みをお願いいたします。
※ 当日申し込みも受け付けますが、人数に限りがございますので定員に達した場合は締め切らせていただき
ます。当日申し込みの場合は、参加登録受付にて手続きをお願いいたします。

 6. ご昼食について

ランチョンセミナーの開催はございませんので、お弁当の販売を行います。

〈お弁当販売について〉

　販売場所：4F ホワイエ 総合受付周辺

　販売時間：11：30～13：00

　金　　額：500円（税込）　※飲料は付きません。

　昼食場所：各講演会場内、または4F・2F ホワイエをご利用ください。

 7. 日本医薬品安全性学会の認定単位

医薬品安全性専門薬剤師、医薬品安全性指導者、医薬品情報スペシャリストの認定単位が取
得できます。

・本学会参加　10単位

・ワークショップ参加　3単位
 ※詳細は本学会ホームページの認定・専門制度をご確認ください。
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 8. 日本病院薬剤師会病院 薬学認定薬剤師制度の単位について

⃝単位数：�7月20日（土）　3単位	 	
7月21日（日）　2単位

 ※ 日病薬クラウド型会員管理システムに薬剤師名簿登録番号が登録されていない場合や、正しくない場合、
単位は付与されません。  
日病薬トップページから会員管理システムにログインし、登録情報に誤りが無いか事前にご確認ください。

 ※日本病院薬剤師会病院薬学認定薬剤師制度と日本薬剤師研修センターの重複した申請はできません。
 ※重複申請を確認した場合には、該当するすべての申請を却下いたします。

1）	�単位を希望される方は、参加登録システムより事前に単位申し込みをお願いいたします。

2）	�学会が開始となりましたら、当日配布する「入場キーワード」および「退場キーワード」
を指定フォームに入力していただくことで、単位申請を受け付けます。配布場所・時間は
以下のとおりです。

3）	�各開催日ごとの単位申請（キーワード送信）が必要です。1日目の申請は、7月21日（日） 	
23：59まで、2日目の申請は7月22日（月） 23：59までとなります。この期間終了後の申請
は一切できません。

4）	�参加登録システムからの単位申し込み状況と入退室時のキーワード入力状況を照合し、一
致した場合のみ単位付与を行います。単位のお申し込み、キーワードの入力は1日分ごと
に必要です。

	 【キーワード配布場所】　4F「日病薬病院薬学認定薬剤師制度 単位受付」

	 　7月20日（土） �入場キーワード配布　 8：00～10：00	 	
退場キーワード配布　18：40～19：10

	 　7月21日（日） �入場キーワード配布　 9：00～10：00	 	
退場キーワード配布　15：00～15：45

	 　◎�配布するキーワードの紙に QR コードが付いていますので、そちらより Google フォーム
へアクセスし、各日、入退場それぞれのキーワードを送信してください。その際、「薬剤
師名簿登録番号」の入力も必須です。

 9. 日本病院薬剤師会 専門薬剤師・認定薬剤師認定制度の受講証明書について

下記のセッションについては、日本病院薬剤師会 専門薬剤師・認定薬剤師認定制度の対象
セッションとなります。認定（更新）申請される方は、セッション開始前に会場前で「成果報
告書」をお受け取りの上、セッション終了後に会場出口にて必ずご提出ください。その際、

「受講証明書」をお渡しいたします。再発行は行いませんので、予めご了承ください。

領域 セッション名 日時 単位数

精神科 シンポジウム6 7月20日（土） 13：40～15：40 1
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10. 日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度の単位について

⃝単位数：2日間で5単位
 ※ 日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度の単位は日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位と重複して

取得することができません。

日本薬剤師研修センターの「研修認定薬剤師制度」研修受講単位は「薬剤師研修・認定電子
システム（PECS）」での管理となりますので、学術大会の参加登録とは別に、PECS への登録
が必要です。研修受講単位の付与を希望される方は、必ず大会開催日までに登録をお済ませ
ください。

各日の参加条件を満たさない場合は、その日の単位は付与されませんので十分に注意してく
ださい。

【重要】

	 �参加の確認は、QR コードでの入場、退場の受付時刻で管理します。薬剤師研修・認定電
子システム（PECS）の QR コードを必ず持参してください。	 	
受付システムの稼働時間は下記の通りとなりますので、研修単位を希望する参加者は時間
厳守でお願いいたします。なお、受付終了間際の時間は混雑が予想されますので、時間に
余裕をもって受付をしてください。

【�認定電子システム（PECS）のQRコード掲示場所】　	 �
4F「日本薬剤師研修センター 受講単位受付」 

	 7月20日（土） �入場確認　 8：00～10：00	 	
退場確認　18：40～19：10

 　※懇親会参加予定者は、懇親会開始前にQRコードによる退場をお済ませください。

	 7月21日（日） �入場確認　 9：00～10：00	 	
退場確認　15：00～15：45

 　※ 当日分のみの受付を行います。2日間の単位を取得するためには両日とも入場・退場受付を行ってく
ださい。

 11. クローク

開設時間：�7月20日（土） 8：00～21：00	 	
7月21日（日） 9：00～15：45

場　　所：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 3F 小会議室303・304
 ※貴重品のお預かりはできません。各自で管理をお願いいたします。
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12. 会場内でのご注意

会場内での録音、写真およびビデオ撮影は、著作権法に触れますのでご遠慮ください。	
また、携帯電話はマナーモードに設定していただくか、電源をお切りください。

13. 理 事 会

社員総会を7月20日（土） 9：00～ 第1会場にて開催いたします。

14. 認定試験

令和6年度日本医薬品安全性学会認定試験を7月21日（日） 13：45～14：45に第3会場（3F 中
会議室302）にて実施しますので、受験予定者は13：30までに入室してください。

15. 駐 車 場

学術大会専用の駐車場はございません。なるべく公共交通機関をご利用ください。お車でお
越しの際は、万代島駐車場（A ～ E）の有料駐車場をご利用ください（無料券の対応はござい
ません）。
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座長・演者へのご案内
座長の皆様へ

1）	担当セッションの開始15分前までに、会場内右前方の「次座長席」にご着席ください。

2）	担当セッションの進行は、座長に一任いたしますが、終了時間は厳守をお願いいたします。

講演発表の演者の皆様へ

本会において、PCオペレーター常駐のPC受付は設けておりませんので予めご了承ください。

演台にセットしているノート PC に、ご自身で講演データを繋いでいただきますようお願い
いたします。

（第1会場のみオペレーターが会場内にて対応いたします。）

 1. 発表形式

PC プレゼンテーション（1面）のみとなります。スライドやビデオ（DVD 含む）による発表は
できませんのでご注意ください。

原則として、ご自身のPCお持ち込みではなく、講演データをUSBメモリでのご持参にご協
力ください。

 2. 発表について

1）	対応アプリケーション

オペレーションシステム Windows 11

アプリケーションソフト （Windows）Microsoft PowerPoint2021（365）

画面サイズ HD（1,920×1,080）

推奨スライドサイズ 16：9

発表時の PC 操作については、ご自身で行ってください。

2）	文字フォントは標準で装備されているものをご利用ください。

	 特殊なフォントの場合、表示のずれ、文字化けが生じることがありますのでご注意ください。

	 【推�奨フォント】	�
�日本語：MS ゴシック、MSP ゴシック、MS 明朝、MSP 明朝	 	
英　語：Arial、Arial Black、Century、Century Gothic、Times New Roman

3）	�計時について：各セッションによって異なります。残り時間は進行席よりお知らせします。

4）	�発表用データに他のデータ（静止画・動画・グラフ等）をリンクさせている場合は、必ず
元データも保存し、事前に他のパソコンでの動作確認を行ってください。	 	
万が一、リンク先が開かない、動画が動かないなどの不具合が発生した場合は、自己責任
のもと割愛いただき進行してください。
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 3. 講演データの動作確認について

◆第1会場

　�会場内にてオペレーターが対応いたしますので、会場内演台付近の「オペレーター席」に
講演データをお持ちください。

◆第2～第5会場

　�会場内にオペレーターが常駐していないため、トラブルがあった場合は、会場ディレクター
にお声がけください。

　�また、ご自身の PC 持込みの場合も、会場ディレクターまたは事前に4F 総合案内スタッフ
にお声がけください。

1）	�当日は、ご自身が発表される会場のセッションの空き時間に、発表データ（【推奨】USB
メモリまたは持込み PC）の動作確認をご自身で行ってください（遅くともセッション開始
30分前までにはお願いいたします）。		
演台にノート PC をご用意していますので、ご持参の USB メモリを差込み、動作確認なら
びに会場スクリーンでの投映をご確認ください。

 　※事前に必ず「文字化け」や「動画の動作」の確認をお願いいたします。

2）	�Macintosh や動画を使用される方は PC 本体をお持ちください。	 	
いずれの場合も必ずバックアップ用データを USB フラッシュメモリでご持参ください。	
動画ファイルは Windows Media Player12以降の初期状態に含まれるコーデックで再生で
きるものをご準備ください。

3）	�動画ファイルのリンクデータは、1つのフォルダにまとめて保存してください。

4）	�データは学会終了後に、事務局が責任を持って消去いたします。

　〈PC本体をお持ちになる方〉

	 	・�モニター出力端子に HDMI コネクター（通常のモニター端子）が装備されているものに
限ります。タブレット端末でのご発表はできません。

	 	・�会場の液晶プロジェクターとの接続は、HDMI での接続となります。一部の機種では、
変換アダプターが必要となる場合がありますので、忘れずにご持参ください（会場で変
換アダプターのご用意はありません）。

	 	・�電源アダプターは必ずご準備ください。

	 	・ �Macintosh はご自身で使用しているソフトを使用できます（Keynote 含む）。

	 	・�無線 LAN 機能、スクリーンセーバー、省電力設定、ウイルスソフトなどのタスクスケ
ジュール、ログオフ設定など、発表の妨げになる設定はご自身であらかじめ解除をお願
いいたします。これらの機能により、発表に支障をきたした場合、事務局では責任を負
いかねます。

5）	�演者は、講演開始15分前までに会場内左前方の「次演者席」にお着きください。	 	
演者は座長の進行のもと、講演を行ってください。
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 4. COIの自己申告について

COI 自己申告の指針（下記）に基づき利益相反に関するスライドを発表の2枚目に示してくだ
さい。利益相反がない場合は様式 A、利益相反がある場合は関係企業・団体名を明記して様
式 B のスライドを入れてください。

様式A

演題発表に関連し、開示すべき 関連の企業などはありません。

日本医薬品安全性学会
開示

筆頭発表者：○○ ○○

様式B

日本医薬品安全性学会

　

日本医薬品安全性学会

「日本医薬品安全性学会利益相反（COI）に関する指針」

①講演料：1つの企業・団体から年間合計50万円以上とする。

②原稿料：1つの企業・団体から年間合計50万円以上とする。

③報酬額：1つの企業・団体から年間100万円以上とする。

④株式保有・利益：1つの企業から年間100万円以上、あるいは該当株式の5％以上保有とする。

⑤特許使用料：1つにつき年間100万以上とする。

⑥ �受託研究・共同研究：1つの企業・団体から研究経費を共有する所属部局（講座、分野ある
いは研究室など）に支払われた研究費・助成金などの年間総額200万円以上とする。

⑦ �奨学（奨励）寄付金：1つの企業・団体から奨学寄付金を共有する所属部局（講座、分野あ
るいは研究室など）に支払われた年間総額200万円以上とする。

⑧寄付講座：企業などからの寄附講座に所属している場合は記載する。

⑨ �その他：研究とは直接無関係な旅行、贈答品などの提供については、1つの企業・組織や
団体から受けた総額が年間5万円以上とする。
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ポスター発表の演者の皆様へ

 1. ポスター発表について

1）	ポスター発表日（示説）は7月20日（土）のみです。

2）	�本大会では、一般演題（ポスター発表）より優秀ポスター賞を選出いたします。	 	
2日目（7月21日（日））の朝に受賞者の掲示を行い、15：30～の閉会式において優秀ポス
ター賞の授賞式を行います。

3）	�演題名と発表者についての変更が生じた場合は、速やかに総合案内（4F ホワイエ）までご
連絡ください。

〈設営・閲覧・発表・撤去時間〉

日にち 貼付時間 掲示（閲覧） 示説時間 撤去時間

7月20日（土） 9：00～10：00
10：00～15：40
16：40～18：40

15：40～16：40 ─

7月21日（日） ─ 9：30～14：30 ─ 14：30～15：30

※ 撤去時間を過ぎましても残っているポスターにつきましては、運営事務局にて撤去・処分いたしますの
で予めご了承ください。

 2. 設営（貼付）について

1）	�会場は、朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 3F ホワイエです。	 	
3F ホワイエの「ポスター受付」で受付を済ませてから、該当のポスター番号のパネルヘ
掲示をしてください。

2）	�発表者は、必ず指定の時間内に設営・撤去を行ってください。	 	
演者用リボンおよび押しピンは各パネルにご用意します。

3）	指示棒が必要な方は、各自でご用意ください（大会側ではご用意しません）。

 3. 掲示方法について

1）	�演題番号（縦20 ㎝×横20 ㎝）は、学術大会側にて用意し
ます。ポスターボードに予め表示しています。

2）	�本文とは別に、縦20 ㎝×横70 ㎝に収まる様、演題名・
所属・氏名を記入したタイトルをご用意ください。

3）	�本文は縦160 ㎝×横90 ㎝に収まる様にしてください。	
（右図参照）

4）	�パネルの右下部に COI（利益相反）の開示をお願いいたし
ます。

  ※ なお、発表内容「縦160 ㎝×横90 ㎝」のサイズや、COI貼付
部分については概ねの位置となりますので、厳密でなくても問
題ございません（必ずしもCOIは下から30 ㎝以内に開示しなけ
ればならない、というわけではなく大体の位置で示しています）。

演題名・所属都県名・所属施設名
所属部署名・演者名（発表者に〇）

発表内容
縦 160 ㎝× 横 90 ㎝

ポスター
番号

210 cm 160 cm

30 cm

20 cm

20 cm 70 cm
90 cm

COI
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9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

2024年 7月20日土1日目

4F マリンホール
第 1 会 場

3F 中会議室301

第 2会場
3F 中会議室302

第 3会場
2F 中会議室201A

第 4会場
2F 中会議室201B

第 5会場
3F ホワイエ
ポスター会場

 9：00～10：00

社員総会

 9：00～
10：00
ポスター
受付・貼付

10：00～　開会式
10：00
〜

15：40
　
　
　
　
　
ポ 

ス 

タ 

ー 

展 

示

10：15～10：40
理事長講演

10：15～12：15
シンポジウム2

安全性監視
～もう一度見直す

医薬品リスク管理計画
（RMP）～

座長：髙栁 和伸　
　　　菅野 洋　　
演者：菅野 洋　　
　　　於本 崇志　
　　　小林 宏太朗
　　　鈴木 大希　

10：15～12：15
シンポジウム5
安全な薬物療法を
実現する臨床製剤学

のチカラ
座長：尾上 誠良
　　　花輪 剛久
演者：尾上 誠良
　　　世戸 孝樹
　　　花輪 剛久
　　　内田 淳　
　　　小林 賢滋

10：15～12：15
ワークショップ1
医薬品有害事例の
臨床解析スキルを
身に付ける ～医薬品
安全性学の実践～
オーガナイザー：

齊藤 幹央
ファシリテーター：

齊藤 幹央
チューター：
神原 弘恵
木村 聡子
八木 元広

10：50～11：50
特別講演1

伝言
―ヒューマニズム

から医薬品安全性確保
の意義と進化へ

13：40～14：40
特別講演2

薬疹の病態と治療
座長：外山 聡　　
演者：阿部 理一郎

13：40～15：40
シンポジウム3
〈ポリファーマシー
検討・対策部会〉
どうする？

ポリファーマシー
―その薬必要ですか？―
座長：山﨑 美保
　　　上村 忠聖
演者：武藤 浩司
　　　神原 弘恵
　　　柳下 博信
　　　杉本 陵　

13：40～15：40
シンポジウム6
〈精神神経疾患領域

部会〉
精神科の薬物治療を
ブラックボックスに
しないために、向精
神薬の副作用への理
解を深めてみません

か？
座長：三輪 高市
　　　鈴木 映二

13：40～15：40
ワークショップ2
帯状疱疹患者の重篤
副作用にいち早く気
付くための実践演習
～こんな時、薬剤師とし
てあなたはどうする？～
オーガナイザー：

古野 喬志、杉山 奈津子
ファシリテーター：

小茂田 昌代、出雲 貴文
岸 達生、木村 聡子　　
鈴木 邦彦、頓宮 美樹　
長澤 宏之、宗像 千恵　
森﨑 隆博　　　　 　　

14：45～15：45
教育講演

薬剤性肺障害の
診断と治療
座長：外山 聡　
演者：藤森 勝也

14：45～15：45
スポンサード
教育講演

病院薬剤師による医療
の質向上と医薬品安全
管理 ～適切な疼痛コント
ロールを目指して～

15：40～
16：40

ポスター
示説

16：40～18：40
シンポジウム1

CKD患者に対する
医薬品安全性
座長：和泉 智　
　　　井上 智博
演者：辻本 雅之
　　　平田 純生
　　　浦田 元樹
　　　古久保 拓
　　　近藤 悠希

16：40～18：40
シンポジウム4
〈医薬品副作用情報

部会〉
帯状疱疹治療の
処方提案をいかに

するか !?
座長：小茂田 昌代
　　　出雲 貴文　
演者：岸 達生　　
　　　頓宮 美樹　
　　　宗像 千恵　
　　　中谷 善彦　
　　　杉山 奈津子

16：40～18：40
シンポジウム7

循環器用薬の
安全管理

座長：小林 賢滋
　　　大口 顕　
演者：安 泰成　
　　　古野 喬志
　　　林 太祐　
　　　大口 顕　

16：40
〜

18：40
　
　
ポ
ス
タ
ー
展
示

19：00～

懇　親　会

日本医薬品安全性学会の
発展と今後の展開
座長：山田 成樹
演者：佐藤 光利

座長：青栁 和代
演者：池田 龍二

共催：
第一三共株式会社

座長：外山 聡　
演者：宇野 勝次

演者：中村 友喜
　　　薄井 健介
　　　和田 智仁
　　　鈴木 映二

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

2024年7月21日日2日目

4F マリンホール
第 1 会 場

3F 中会議室301

第 2会場
3F 中会議室302

第 3会場
2F 中会議室201A

第 4会場
2F 中会議室201B

第 5会場
3F ホワイエ
ポスター会場

9：30
〜

14：30
　
　
　
　
　
ポ 

ス 

タ 

ー 

展 

示

10：00～12：00

シンポジウム8

医薬品過敏性副作用
の現況の理解を深め

るために！

座長：宇野 勝次　
　　　古川 智康　
演者：古川 智康　
　　　古舘 晶弘　
　　　大瀧 翔太　
　　　関口 知行　
　　　五十嵐 隆夫

10：00～12：00

シンポジウム10
〈デジタル化・AI
利活用検討部会〉

薬剤師関連業務に
おけるデジタル
AI利活用の現状

座長：高畠 啓輔　
　　　桂 英之　　
演者：岩西 雄大　
　　　松田 悠希　
　　　座間味 義人
　　　市ノ渡 真史
　　　富永 大介　

10：00～12：00
シンポジウム12
医薬品安全性指導
者（DSD）／医薬品
安全性専門薬剤師

（DSSP）／医薬品安
全性情報スペシャリス
ト（CDSIS）として医
療に貢献するために
座長：土井 啓員
　　　山﨑 美保
演者：佐古 守人
　　　池尻 靖之
　　　木村 聡子
　　　田坂 祐一
　　　菅野 洋　

13：30～15：30

シンポジウム9

代謝障害性副作用を
回避するための戦略

座長：前田 賴伸
　　　北市 清幸
演者：北市 清幸
　　　前田 賴伸
　　　百 賢二　
　　　中島 章雄

13：30～15：00
シンポジウム11
〈副作用データベース

解析部会〉
副作用についてもう
一歩踏み込んで考える 
―現場でもできる副作用
データベース分析―
座長：植沢 芳広
　　　菅 裕亮　
演者：佐古 守人
　　　田中 博之
　　　酒井 隆全

13：45～14：45

認定資格
学術試験

14：30～
15：30

ポスター
撤去

15：30～15：40
閉 会 式
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9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

2024年 7月20日土1日目

4F マリンホール
第 1 会 場

3F 中会議室301

第 2会場
3F 中会議室302

第 3会場
2F 中会議室201A

第 4会場
2F 中会議室201B

第 5会場
3F ホワイエ
ポスター会場

 9：00～10：00

社員総会

 9：00～
10：00
ポスター
受付・貼付

10：00～　開会式
10：00
〜

15：40
　
　
　
　
　
ポ 

ス 

タ 

ー 

展 

示

10：15～10：40
理事長講演

10：15～12：15
シンポジウム2

安全性監視
～もう一度見直す

医薬品リスク管理計画
（RMP）～

座長：髙栁 和伸　
　　　菅野 洋　　
演者：菅野 洋　　
　　　於本 崇志　
　　　小林 宏太朗
　　　鈴木 大希　

10：15～12：15
シンポジウム5
安全な薬物療法を
実現する臨床製剤学

のチカラ
座長：尾上 誠良
　　　花輪 剛久
演者：尾上 誠良
　　　世戸 孝樹
　　　花輪 剛久
　　　内田 淳　
　　　小林 賢滋

10：15～12：15
ワークショップ1
医薬品有害事例の
臨床解析スキルを
身に付ける ～医薬品
安全性学の実践～
オーガナイザー：

齊藤 幹央
ファシリテーター：

齊藤 幹央
チューター：
神原 弘恵
木村 聡子
八木 元広

10：50～11：50
特別講演1

伝言
―ヒューマニズム

から医薬品安全性確保
の意義と進化へ

13：40～14：40
特別講演2

薬疹の病態と治療
座長：外山 聡　　
演者：阿部 理一郎

13：40～15：40
シンポジウム3
〈ポリファーマシー
検討・対策部会〉
どうする？

ポリファーマシー
―その薬必要ですか？―
座長：山﨑 美保
　　　上村 忠聖
演者：武藤 浩司
　　　神原 弘恵
　　　柳下 博信
　　　杉本 陵　

13：40～15：40
シンポジウム6
〈精神神経疾患領域

部会〉
精神科の薬物治療を
ブラックボックスに
しないために、向精
神薬の副作用への理
解を深めてみません

か？
座長：三輪 高市
　　　鈴木 映二

13：40～15：40
ワークショップ2
帯状疱疹患者の重篤
副作用にいち早く気
付くための実践演習
～こんな時、薬剤師とし
てあなたはどうする？～
オーガナイザー：

古野 喬志、杉山 奈津子
ファシリテーター：

小茂田 昌代、出雲 貴文
岸 達生、木村 聡子　　
鈴木 邦彦、頓宮 美樹　
長澤 宏之、宗像 千恵　
森﨑 隆博　　　　 　　

14：45～15：45
教育講演

薬剤性肺障害の
診断と治療
座長：外山 聡　
演者：藤森 勝也

14：45～15：45
スポンサード
教育講演

病院薬剤師による医療
の質向上と医薬品安全
管理 ～適切な疼痛コント
ロールを目指して～

15：40～
16：40

ポスター
示説

16：40～18：40
シンポジウム1

CKD患者に対する
医薬品安全性
座長：和泉 智　
　　　井上 智博
演者：辻本 雅之
　　　平田 純生
　　　浦田 元樹
　　　古久保 拓
　　　近藤 悠希

16：40～18：40
シンポジウム4
〈医薬品副作用情報

部会〉
帯状疱疹治療の
処方提案をいかに

するか !?
座長：小茂田 昌代
　　　出雲 貴文　
演者：岸 達生　　
　　　頓宮 美樹　
　　　宗像 千恵　
　　　中谷 善彦　
　　　杉山 奈津子

16：40～18：40
シンポジウム7

循環器用薬の
安全管理

座長：小林 賢滋
　　　大口 顕　
演者：安 泰成　
　　　古野 喬志
　　　林 太祐　
　　　大口 顕　

16：40
〜

18：40
　
　
ポ
ス
タ
ー
展
示

19：00～

懇　親　会

日本医薬品安全性学会の
発展と今後の展開
座長：山田 成樹
演者：佐藤 光利

座長：青栁 和代
演者：池田 龍二

共催：
第一三共株式会社

座長：外山 聡　
演者：宇野 勝次

演者：中村 友喜
　　　薄井 健介
　　　和田 智仁
　　　鈴木 映二

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

2024年7月21日日2日目

4F マリンホール
第 1 会 場

3F 中会議室301

第 2会場
3F 中会議室302

第 3会場
2F 中会議室201A

第 4会場
2F 中会議室201B

第 5会場
3F ホワイエ
ポスター会場

9：30
〜

14：30
　
　
　
　
　
ポ 

ス 

タ 

ー 

展 

示

10：00～12：00

シンポジウム8

医薬品過敏性副作用
の現況の理解を深め

るために！

座長：宇野 勝次　
　　　古川 智康　
演者：古川 智康　
　　　古舘 晶弘　
　　　大瀧 翔太　
　　　関口 知行　
　　　五十嵐 隆夫

10：00～12：00

シンポジウム10
〈デジタル化・AI
利活用検討部会〉

薬剤師関連業務に
おけるデジタル
AI利活用の現状

座長：高畠 啓輔　
　　　桂 英之　　
演者：岩西 雄大　
　　　松田 悠希　
　　　座間味 義人
　　　市ノ渡 真史
　　　富永 大介　

10：00～12：00
シンポジウム12
医薬品安全性指導
者（DSD）／医薬品
安全性専門薬剤師

（DSSP）／医薬品安
全性情報スペシャリス
ト（CDSIS）として医
療に貢献するために
座長：土井 啓員
　　　山﨑 美保
演者：佐古 守人
　　　池尻 靖之
　　　木村 聡子
　　　田坂 祐一
　　　菅野 洋　

13：30～15：30

シンポジウム9

代謝障害性副作用を
回避するための戦略

座長：前田 賴伸
　　　北市 清幸
演者：北市 清幸
　　　前田 賴伸
　　　百 賢二　
　　　中島 章雄

13：30～15：00
シンポジウム11
〈副作用データベース

解析部会〉
副作用についてもう
一歩踏み込んで考える 
―現場でもできる副作用
データベース分析―
座長：植沢 芳広
　　　菅 裕亮　
演者：佐古 守人
　　　田中 博之
　　　酒井 隆全

13：45～14：45

認定資格
学術試験

14：30～
15：30

ポスター
撤去

15：30～15：40
閉 会 式
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企画演題プログラム

第1日目　2024年7月20日（土）

第1会場（4F マリンホール）

理事長講演　10：15～10：40

座長：山田 成樹（藤田医科大学病院 薬剤部）

CL 日本医薬品安全性学会の発展と今後の展開

佐藤　光利（明治薬科大学 薬学部 医薬品安全性学研究室）

特別講演1　10：50～11：50

座長：外山 聡（新潟大学医歯学総合病院 薬剤部）

SL1 伝言�
―ヒューマニズムから医薬品安全性確保の意義と進化へ

宇野　勝次（アインファーマシーズ 運営研修部）

特別講演2　13：40～14：40

座長：外山 聡（新潟大学医歯学総合病院 薬剤部）

SL2 薬疹の病態と治療

阿部　理一郎（新潟大学 医学研究科 皮膚科）

教育講演　14：45～15：45

座長：外山 聡（新潟大学医歯学総合病院 薬剤部）

EL 薬剤性肺障害の診断と治療

藤森　勝也（JA新潟厚生連あがの市民病院）
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シンポジウム1　16：40～18：40

オーガナイザー：近藤 悠希（熊本大学大学院 生命科学研究部 薬物治療設計学分野（臨床薬理学））	
和泉 智（医療法人仁真会 白鷺病院 医療技術部）　　 　　　　　　　　　　　　

座長：和泉 智（医療法人仁真会 白鷺病院 医療技術部）　　 　　　　　　　　　　　　 

井上 智博（医療法人あかね会 土谷総合病院 薬剤部）　 　　　　　　　　　　　

CKD患者に対する医薬品安全性

S1-1 薬物動態から考えるCKD患者の医薬品安全性
辻本　雅之	 京都薬科大学 臨床薬学分野

S1-2 腎機能を守り透析導入を防ぐ triple therapy
平田　純生	 I&H株式会社 学術研究部

S1-3 薬剤性腎障害を防ぐ
浦田　元樹	 社会医療法人寿楽会 大野記念病院

S1-4 CKD患者のハイリスク薬とその使い方
古久保　拓	 医療法人仁真会 白鷺病院 薬剤科

S1-5 外来・保険薬局における腎機能低下患者の医薬品安全性を考える
近藤　悠希	 熊本大学大学院 生命科学研究部 薬物治療設計学分野（臨床薬理学）

第2会場（3F 中会議室301）

シンポジウム2　10：15～12：15

オーガナイザー：髙栁 和伸（倉敷中央病院 薬剤部）

座長：髙栁 和伸（倉敷中央病院 薬剤部）	
菅野 洋（中外製薬株式会社）　 　

安全性監視�
～もう一度見直す医薬品リスク管理計画（RMP）～

S2-1 RMPと製薬企業の取り組み  
―Patient centric safetyのために―
菅野　洋	 中外製薬株式会社

S2-2 ちょっとしたアイデアで意識が変わる！RMP活用事例の紹介
於本　崇志	 岩手医科大学附属病院 薬剤部
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S2-3 病院内の医薬品安全性監視とRMPの活用
小林　宏太朗	 倉敷中央病院

S2-4 保険薬局におけるRMPの活用事例と今後の展望
鈴木　大希	 株式会社アインファーマシーズ アイン薬局 台原店

シンポジウム3　13：40～15：40

オーガナイザー：前田 賴伸（福山大学薬学部 薬剤情報解析学研究室）	
山﨑 美保（総合せき損センター 薬剤部）　　　　　

座長：山﨑 美保（総合せき損センター 薬剤部）　　　　　 

上村 忠聖（けいゆう病院 薬剤部）　　　　　　　　

〈ポリファーマシー検討・対策部会〉
どうする？ポリファーマシー　�
―その薬必要ですか？―

S3-1 ポリファーマシー対策の進め方 
～様々な視点からの介入で切り開く～
武藤　浩司	 新潟市民病院 薬剤部

S3-2 私はこうした！ポリファーマシー 
―持参薬の見直しを行った事例―
神原　弘恵	 尾道市立市民病院 薬剤部

S3-3 私はこうした！ポリファーマシー 
―処方カスケードによりハイパーポリファーマシーになった事例―
柳下　博信	 秋田大学医学部付属病院 薬剤部

S3-4 私はこうした！ポリファーマシー 
―患者さんの訴え、体調変化から介入できた事例―
杉本　陵	 ウエルシア薬局
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シンポジウム4　16：40～18：40

オーガナイザー：杉山 奈津子（国際医療福祉大学 薬学部）　　　 　　　

座長：小茂田 昌代（医療法人徳洲会 千葉西総合病院 薬剤部）	
出雲 貴文（医療法人徳洲会 千葉西総合病院 薬剤部）　

〈医薬品副作用情報部会〉
帯状疱疹治療の処方提案をいかにするか !?

S4-1 帯状疱疹治療薬の副作用報告について考える
岸　達生	 独立行政法人 医薬品医療機器総合機構

S4-2 帯状疱疹の管理に関する欧州のコンセンサスに基づくガイドライン2017
頓宮　美樹	 株式会社 la vita

S4-3 アメナメビルの注意点を審査報告書から探る
宗像　千恵	 国際医療福祉大学 福岡薬学部

S4-4 本邦における帯状疱疹治療薬の薬理学的特性
中谷　善彦	 国際医療福祉大学 薬学部 薬物治療学分野

S4-5 帯状疱疹治療薬アカデミック・ディテーリング資材の開発
杉山　奈津子	 国際医療福祉大学 薬学部

第3会場（3F 中会議室302）

シンポジウム5　10：15～12：15

オーガナイザー：尾上 誠良（静岡県立大学 薬学部 薬剤学分野）　　　　　　　　　　	
花輪 剛久（東京理科大学 薬学部 医療デザイン学・臨床製剤設計学）

座長：尾上 誠良（静岡県立大学 薬学部 薬剤学分野）　　　　　　　　　　	
花輪 剛久（東京理科大学 薬学部 医療デザイン学・臨床製剤設計学）

安全な薬物療法を実現する臨床製剤学のチカラ

S5-1 Clinical questionに応える新しい製剤開発
尾上　誠良	 静岡県立大学 薬学部 薬剤学分野

S5-2 医薬品安全性向上を目指した製剤化研究
世戸　孝樹	 岐阜医療科学大学 薬学部
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S5-3 安全な臨床製剤をどう創るか？ 
―  医療機関、調剤薬局、大学間の新たな連携の提案― 
花輪　剛久	 東京理科大学 薬学部 医療デザイン学・臨床製剤設計学

S5-4 臨床的課題解決に導く製剤アプローチ
内田　淳	 山梨大学医学部附属病院 薬剤部

S5-5 経口投与困難患者の降圧管理
小林　賢滋	 大崎病院東京ハートセンター

シンポジウム6　13：40～15：40

オーガナイザー：薄井 健介（東北医科薬科大学 薬学部 病院薬剤学教室、東北医科薬科大学病院 薬剤部）

座長：三輪 高市（鈴鹿医療科学大学大学院 薬学研究科・薬学部）　　　　　　　　　　　　　	
鈴木 映二（東北医科薬科大学 医学部 精神科学教室）　　　　　　　　　　　　　 　　

〈精神神経疾患領域部会〉
精神科の薬物治療をブラックボックスにしないために、�
向精神薬の副作用への理解を深めてみませんか？

S6-1 注意すべき向精神薬の副作用とその安全管理 
～薬剤師の視点から～
中村　友喜	 三重県立こころの医療センター

S6-2 薬剤師にとって重要な睡眠薬の副作用
薄井　健介	 �東北医科薬科大学 薬学部 病院薬剤学教室、 

東北医科薬科大学病院 薬剤部

S6-3 薬剤師にとって重要な抗うつ薬の副作用 
（うつ病患者さんへの接し方も含めて）

和田　智仁	 社会医療法人居仁会 総合心療センターひなが 診療技術部薬剤課

S6-4 精神科用薬の重篤な副作用を予防するために
鈴木　映二	 東北医科薬科大学 医学部 精神科学教室
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シンポジウム7　16：40～18：40

オーガナイザー：小林 賢滋（大崎病院東京ハートセンター 薬剤部）　 　　　

座長：小林 賢滋（大崎病院東京ハートセンター 薬剤部）　 　　　 

大口 顕（クリエーティブカミヤ株式会社 カミヤ健康薬局）  

循環器用薬の安全管理

S7-1 循環器領域（抗血栓薬）の医薬品安全性 
～循環器病棟薬剤師の立場から～
安　泰成	 公益財団法人 心臓血管研究所付属病院

S7-2 循環器領域（心不全用薬）の医薬品安全性 
～循環器病棟薬剤師の立場から～
古野　喬志	 医療法人社団空と大地 大崎病院東京ハートセンター

S7-3 一般病棟における循環器領域の医薬品安全性は薬剤師が守る！
林　太祐	 日本医科大学多摩永山病院

S7-4 循環器用薬を安全に使用するための患者情報の収集への取り組み 
～外来患者と在宅患者～
大口　顕	 クリエーティブカミヤ株式会社 カミヤ健康薬局

第4会場（2F 中会議室201A）

スポンサード教育講演　14：45～15：45

座長：青栁 和代（新潟県立がんセンター新潟病院 薬剤部）

SEL 病院薬剤師による医療の質向上と医薬品安全管理�
～適切な疼痛コントロールを目指して～

池田　龍二（宮崎大学医学部附属病院 薬剤部）

共催：第一三共株式会社
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第5会場（2F 中会議室201B）

ワークショップ1　10：15～12：15

WS1　�医薬品有害事例の臨床解析スキルを身に付ける�
～医薬品安全性学の実践～

 オーガナイザー： 齊藤 幹央（新潟薬科大学薬学部 臨床薬学教育研究センター）　　　　　　

 ファシリテーター： 齊藤 幹央（新潟薬科大学薬学部 臨床薬学教育研究センター）　　　　　　

 チューター：  神原 弘恵（尾道市立市民病院 薬剤部）　　　　 

木村 聡子（東庄町国民健康保険 東庄病院）　　 

八木 元広（脳神経センター阿賀野病院 薬剤科）

ワークショップ2　13：40～15：40

WS2　�帯状疱疹患者の重篤副作用にいち早く気付くための実践演習�
～こんな時、薬剤師としてあなたはどうする？～

	 オーガナイザー：	�古野 喬志（大崎病院東京ハートセンター 薬剤部）　 　　　　 

杉山 奈津子（国際医療福祉大学 薬学部）　　　　　　　　 　

	ファシリテーター：	�小茂田 昌代（医療法人徳洲会千葉西総合病院 薬剤部）　　 　 

出雲 貴文（医療法人徳洲会千葉西総合病院 薬剤部）　　 　　 

岸 達生（独立行政法人医薬品医療機器総合機構 総務部）　 　 

木村 聡子（東庄町国民健康保険 東庄病院）　　　　 　　　　 

鈴木 邦彦（つなぐ薬局柏）　　　　　　　　　　　　　　　　 

頓宮 美樹（株式会社 la vita）　　　　　　　　　　　　　　　 

長澤 宏之（医療法人社団誠馨会 セコメディック病院 薬剤部）	
宗像 千恵（国際医療福祉大学 福岡薬学部）　　　　　 　　　 

森﨑 隆博（医療法人徳洲会 千葉西総合病院 薬剤部）　　　　
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第1日目　2024年7月20日（土）

ポスター会場（3F ホワイエ）

ポスター示説　15：40～16：40

P-1 バンコマイシンによる好中球減少がみられたものの 
周術期再投与が可能であった症例
篠田　康孝	 大垣市民病院 薬剤部

P-2 ヨード造影剤によるアナフィラキシーショックの既往患者に対し 
前投薬を行いCAG/PCIが施行可能となった1例
持田　知志	 新潟医療生活協同組合木戸病院 薬剤部

P-3 セフォペラゾンによる薬剤熱の検討
翁長　寛人	 新津医療センター病院 薬剤部

P-4 回復期リハビリテーション病棟における多職種連携による 
向精神薬調整について
植松　拓也	 川崎こころ病院 薬剤科

P-5 N-methyl-tetrazole thiol基を有するセフェム系抗菌薬の投与後に 
ビタミン K欠乏性出血症が発現した1例
山口　友道	 新津医療センター病院 薬剤部

P-6 薬局薬剤師のフィジカルアセスメント、処方提案が S-1による 
手足症候群の改善に貢献したと考えられる一例
佐藤　史也	 東北医科薬科大学大学院薬学研究科 薬学専攻 臨床分析化学教室

P-7 プレガバリン服用による全身性の薬疹および肝障害が疑われた1症例
吉年　正宏	 近畿大学病院 薬剤部

P-8 電気けいれん療法由来のタコツボ型心筋症を発症したがmECTを再開し 
寛解にいたったうつ病男性患者の一例
毛塚　大	 東北医科薬科大学 医学部 精神科学教室

P-9 パーキンソン病患者におけるサフィナミドの有用性評価
安高　勇気	 福岡大学 薬学部 病院薬学研究室

P-10 自発的副作用モニターにおける副作用発現重複評価ツール（POLSET）解析の 
有用性の検討
廣田　憲威	 一般社団法人 大阪ファルマプラン 社会薬学研究所

一般演題プログラム



企画演題抄録

理事長講演

特 別 講 演

教 育 講 演

シンポジウム

ワークショップ



一般演題抄録

ポスター発表
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